


Introduction

＊Th17細胞は腸管の粘膜固有層に多く存在する
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ASD

Neurotypical

●ASD患者では血清中のIL-17A濃度が高く、ミクログリアの形態異常が観察される

●統合失調症の病態生理におけるTh17依存性免疫反応の機能仮説●正常生理と病態生理におけるTh17細胞の機能

精神・神経系疾患の病態生理において免疫系が重要な役割を果たす知見が集まっている。特に
ヘルパーT細胞17(Th17細胞)による免疫反応は自閉スペクトラム症(ASD)、統合失調症、うつ
病などの病態に関与することが多くの臨床研究から示唆されている。これらの疾患の中枢神経
系ではニューロンの配列・層構造の異常、シナプスの密度・形態変化などが認められ、機能
異常の基盤となっていると考えられる。しかし、免疫反応がどのような過程を経て神経系に
器質的変化を引き起こすのか不明な点が多く、Th17細胞の寄与については理解が進んでいない。
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